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 昨年，シリアの内戦において神経ガスの一種で猛毒な化学兵器であるサリンが使用され，約 1500

人の被害者が出た。揮発性の化学兵器用剤は気化および拡散しやすく，被害の拡大が問題となる

ため早期の除染が重要となる。一般的に，化学兵器用剤の除染方法として，次亜塩素酸塩または

大量の水による洗浄が行われている。しかし，次亜塩素酸塩は毒性が高く人体に有害であり，い

ずれの方法も廃液の処理が問題となっている 1)。2020 年に開催される東京オリンピックのテロ対

策としても，より安全でかつ 2次処理を必要としない除染技術の確立が求められている。 

	
 本研究では，誘電体バリア放電を用いた揮発性化学兵器の分解装置を開発した。誘電体バリア

放電により生成したプラズマ中をガスが通過することで，ガスそのものを分解し，無害化する。

このため従来行われていた廃液処理などの 2次処理を必要としない。Fig. 1に開発した分解装置の

詳細を示す。幅 25 mm，長さ 100 mmの銅電極間に厚さ 2 mmのガラスを配置し，ギャップ長 2 mm

となるよう対向させ，幅 15 mm のガス流路を形成した。形成した流路に分解対象のガスを流し，

交流電圧を印加することで，誘電体バリア放電によりプラズマを生成した。誘電体バリア放電は

電極が直接化学兵器用剤蒸気に触れない構造になっているため，電極の腐食を防ぐことができる。

また，この構造は電極を積層することでプラズマの体積を増やすことができるため，分解処理速

度の向上も期待できる。 

	
 今回，開発した装置を用いてサリンの分解実験を行った。空気により希釈したサリンをプラズ

マに導入後，サリン濃度をガスクロマトグラフで測定することで，本装置のサリン分解性能につ

いて評価した。また，プ

ラズマ体積や入力電力

等に対する分解効率の

依存性についても調べ

たので報告する。 
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